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（注意） 

① 問題は 4問（問題冊子は表紙と下書き用紙を含めて 7枚）

あります。 

② 解答用紙は 5枚あります。 

③ 解答はすべて解答用紙の指定の欄に記入してください。 

④ 解答は，解答用紙に横書きで記入してください。 

⑤  配布した問題冊子及び解答用紙等はすべて持ち帰っては

いけません。         
 

スポーツ科学に関する筆記試験 
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【問題Ⅰ】 

あなたが自由研究で，スポーツ科学に関する国際比較研究*を, 下記 1〜3 に示した人文社会学

系の研究テーマの中からいずれか一つ選んで行うことにします。 どのような研究をしてみたい

ですか。解答用紙の構成に従って記述しなさい。分量は解答用紙の行数以内にまとめなさい。

（配点 75 点）  

＊ 国際比較研究とは，複数の国家や地域，そこに住む人々などを対象として研究結果を比較検討す

ることで，新たな知見を得ることを目的とした研究です。 

 

〔研究テーマと番号〕 

1. スポーツの歴史や文化論に関する研究テーマ 

  （スポーツの歴史学・文化論領域） 

2. スポーツ振興やスポーツ産業に関する研究テーマ 

  （スポーツの社会学的領域） 

3. 様々なスポーツや運動を実施している人の心理や行動に関する研究テーマ 

   （スポーツの心理学的領域） 

 

解答用紙の構成 

〔研究テーマ番号〕：上記の 1～3 の中からいずれかを選択し，その番号を記述すること。 

 

〔研究題目〕：自分でユニークなタイトルを考えなさい。副題を付けても構いません。 

 

「1.」の研究テーマの例   国の経済的豊かさとスポーツヒーローの存在 

            －発展途上国と先進国におけるスポーツヒーローの誕生と意味－ 

 

「2.」の研究テーマの例   2019 年から 2021 年に開催される国際的スポーツイベント 

－他国と比較した日本の特徴は？－ 

 

「3.」の研究テーマの例   オリンピックにおける実力発揮度の国際比較 

            －陸上競技と競泳の記録で最も実力を発揮した国（逆の国）の特徴－ 

 

〔問題と目的〕：自分が何に対して疑問点や問題点また興味があり，現在それがどのように言わ 

れているのかについて述べなさい。そして自分は，この研究によって何を知りたいのかについて

明確に説明しなさい。 

 必ず，最後の一文は「本研究の目的は，．．．．」から始まる文章で，本研究の目的を端的に述べな

さい。 

 

〔研究方法〕：研究方法には，各種の資料収集，アンケート調査，インタビュー調査，参加観察な

ど様々な手法があります。あなたが設定した研究目的を達成するためには，どのように資料やデ

ータを収集すればいいでしょうか。できるだけ具体的に記述してください。国際比較の範囲（国

の数や地域など）は自由です。研究目的に沿って記述してください。 

 

〔あなたが予想する研究結果とその理由〕：どのような結果が予想されるのかについて，あなたの

考えと，そのように考えた理由を述べなさい。  
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【問題Ⅱ】 

次の文章を読んで，下線部（あ）～（う）で示した各用語の本文中での定義について，それぞ

れ日本語で述べなさい。（配点 25 点） 

 

 

※ 問題資料は非公開 

 

 

 

出典：American College of Sports Medicine (2017) ACSM’s Guidelines for Exercise Testing and 

Prescription, 10th edition. Wolters Kluwer, p. 1. 一部加筆・改変 

 

（注） contraction：収縮， skeletal muscle：骨格筋， energy expenditure：エネルギー消費，    

repetitive：繰り返しの，component：構成要素，physical fitness：体力， 

      with vigor and alertness：元気よく機敏に，undue fatigue：過度な疲労， 

      ample：豊富な，pursuit：趣味や楽しみ，unforeseen emergency：不測の緊急事態 
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【問題Ⅲ】 

以下の表 1 は，わが国における体格指数（BMI）を用いた肥満判定基準を，日本肥満学会が示

したものである。また，表 2 には 3 名の体重及び身長データが示されている。これらの表を見て

設問に答えなさい。（配点 25 点） 

 

 

※ 問題資料は非公開 

 

出典：日本肥満学会編（2016）「肥満症診療ガイドライン 2016」ライフサイエンス出

版．一部加筆・改変 

 

表 2．3 名の体重及び身長データ 

名前 体重（kg) 身長（cm） 

A さん 74.1 170 

B さん 65.3 175 

C さん 54.3 165 

 

問 1.表 1 及びその脚注において，（あ）に共通して当てはまる BMI の単位を答えなさい。 

 

 

問 2.表 2 にデータが示された 3 名の BMI をそれぞれ計算して答えなさい。なお，BMI の値は小数

第一位で四捨五入し，整数で答えなさい。 

問 3.表 2 において，A さんの BMI の値が 22 になるためには，A さんの体重が何 kg になる必要が

あるか答えなさい。体重の値は小数第一位で四捨五入し，整数で答えなさい。なお，身長

は変化しないものとする。 

 

 

問 4.一般的に，スポーツ選手において BMI を用いて肥満を判定する際には，注意が必要であ

る。どのような注意が必要か述べなさい。 
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【問題Ⅳ】 

現在，スポーツ科学に関する情報は，書籍やインターネットで気軽に入手することができま

す。ここでは，あなたが中学校における運動部活動の指導者であると仮定します。その場合，こ

のようなスポーツ科学に関する情報の望ましい活用方法について，長所と短所の具体例をそれぞ

れ挙げながら述べなさい。なお，分量は解答用紙で指定された行数以内にまとめなさい。（配点

25 点） 
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